
〔
資
料
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『
大
蔵
虎
清
狂
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小
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大
蔵
虎
明
伝
授
目
録
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凡
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大
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狂
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蔵
虎
明
伝
授
目
録
』



解
　
題

本
稿
は
、
山
本
東
次
郎
家
が
所
蔵
す
る
二
巻
の
狂
言
伝
書
の
翻
印
で
あ
る
。
他
の
伝
書
類
と
の
混
同
を
避
け
る
た
め
、
翻
印
に
あ
た
っ

て
あ
ら
た
に
書
名
を
付
け
た
。
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
に
解
題
を
加
え
る
。

『
大
蔵
虎
清
狂
言
伝
書
』
一
巻
。
原
題
「
覚
」

高
さ
一
七
九
㎜
、
長
さ
一
〇
九
㎝
の
巻
子
本
。
薄
茶
地
に
紺
草
花
文
様
織
出
し
緞
子
表
紙
。
題
簽
な
し
。
見
返
し
金
銀
箔
砂
子
散
ら
し
。

青
紫
紐
。
全
体
に
後
代
の
改
装
が
施
さ
れ
て
お
り
、
高
さ
一
四
五
㎜
の
料
紙
六
枚
分
を
厚
手
の
楮
紙
（
裏
面
礬
水
引
き
）
に
貼
り
直
し
て

い
る
。
継
ぎ
目
に
は
裏
か
ら
黒
印
を
押
す
。
黒
印
は
奥
書
の
印
と
同
一
。
表
紙
と
軸
も
後
装
。

本
文
は
平
仮
名
書
き
主
体
。
虫
損
と
文
字
の
摩
滅
が
若
干
あ
る
。

冒
頭
に
、「
覚
」
と
し
て
全
体
の
内
容
を
小
見
出
し
風
に
記
し
た
序
的
な
記
事
を
置
き
、
改
め
て
「
覚
」
と
題
記
し
て
本
文
が
続
く
。

末
尾
に
、「
右
此
割
り
ハ
言
葉
に
て
伝
来
り
候
へ
ど
も
、
如
此
書
渡
シ
申
候
間
、
一
子
の
ほ
か
に
努
々
他
言
あ
る
ま
じ
く
候
。
も
し
他
言

あ
ら
ば
、
家
の
冥
加
に
つ
き
家
続
き
可ヒ

申
間
敷
者
也
。
中
風
に
て
腕
震
い
申
候
間
、
や
う

く
仮
名
書
き
い
た
し
相
伝
仕
者
也
」（
漢
字

を
宛
て
濁
点
を
施
し
た
）
の
識
語
と
、
寛
永
十
八
年
（
一
六
四
一
）
三
月
三
日
、
大
蔵
弥
右
衛
門
虎
清
か
ら
次
男
の
大
蔵
八
右
衛
門
（
清

虎
）
に
相
伝
す
る
旨
の
奥
書
が
あ
る
。
伝
存
す
る
虎
清
自
筆
文
書
の
筆
跡
・
黒
印
・
花
押
等
か
ら
判
断
し
て
、
本
文
・
奥
書
と
も
に
虎
清

の
自
筆
に
な
る
こ
と
が
確
実
視
さ
れ
る
。（
一
九
〇
頁
に
冒
頭
と
奥
付
の
図
版
を
掲
出
し
た
。
墨
が
薄
い
た
め
、
文
字
色
に
対
し
て
若
干

の
画
像
処
理
を
施
し
て
あ
る
）

内
容
は
、
全
十
二
箇
条
に
わ
た
る
狂
言
の
心
得
・
教
え
を
、「
六
輪
（
り
く
り
ん
）」
・
「
六
脈
」
・
「
曲
尺
（
か
ね
わ
り
）」
の
三
項

目
に
分
け
て
記
述
し
た
も
の
で
、
具
体
的
な
型
付
と
い
う
よ
り
、
一
種
の
狂
言
理
論
書
と
い
う
べ
き
述
作
で
あ
る
。
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論
の
大
半
を
占
め
る
の
が
「
六
輪
」
説
で
、
狂
言
の
教
え
、
役
者
と
し
て
の
心
得
等
を
、「
陰
陽
・
り
つ
め
・
大
か
く
・
た
い
ゆ
ふ
・

な
い
ゆ
ふ
・
ふ
へ
ん
」
の
六
項
目
に
配
し
て
説
く
。「
六
輪
」
と
い
え
ば
、
金
春
禅
竹
の
「
六
輪
一
露
」
説
や
、
室
町
後
期
の
能
伝
書

『
舞
芸
六
輪
』
な
ど
が
想
起
さ
れ
る
。
著
者
自
身
も
能
の
六
輪
説
に
は
何
ら
か
の
知
見
を
持
っ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
狂
言
の
「
六
輪
」
は

そ
れ
と
は
異
な
る
と
断
っ
て
お
り
、
内
容
上
も
、
直
接
に
は
能
の
六
輪
と
は
関
係
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
全
体
は
、
特
殊
な
理
論
に
基
づ
い

た
難
解
な
説
で
は
な
い
。
幕
の
内
の
心
が
け
や
、「
打
っ
た
る
博
打
」
な
ど
は
、
囃
子
伝
書
や
能
伝
書
類
に
も
記
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

そ
の
他
の
所
説
に
し
て
も
、
一
般
的
な
内
容
で
あ
る
。
自
説
の
権
威
付
け
の
た
め
に
、
六
種
に
適
宜
配
当
し
た
と
い
う
の
が
実
情
で
は
な

か
ろ
う
か
。

や
や
気
に
な
る
の
は
、
第
二
条
（「
大
か
く
」
と
す
る
が
、
順
序
か
ら
い
っ
て
「
り
つ
め
」
の
は
ず
）
で
、
書
物
の
知
識
だ
け
に
基
づ

く
芸
で
は
、
宇
宙
自
然
の
道
理
に
あ
わ
ず
、
結
局
家
が
廃
る
と
の
趣
旨
を
、
強
い
調
子
で
戒
め
て
い
る
。
何
者
か
に
対
す
る
批
判
が
背
後

に
こ
め
ら
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

六
脈
は
、
漢
方
医
学
に
い
う
「
心
・
肝
・
腎
」（
左
手
で
取
る
脈
）
と
「
肺
・
脾
・
命
門
」（
右
手
で
と
る
脈
）
の
六
種
の
脈
を
指
す
よ

う
で
あ
る
。
能
の
伝
書
で
は
、
五
行
を
方
角
・
味
覚
・
色
彩
に
配
当
す
る
説
が
一
般
的
で
あ
っ
て
、
六
脈
と
関
連
づ
け
た
説
は
、
珍
し
い
。

「
六
」
の
数
字
に
た
い
す
る
こ
だ
わ
り
か
、
あ
る
い
は
、
五
体
の
上
位
に
あ
っ
て
生
命
を
束
ね
る
「
命
門
」
の
概
念
を
援
用
す
る
意
図
で

あ
ろ
う
か
。
い
づ
れ
に
し
て
も
、
虎
清
の
知
識
の
源
泉
を
う
か
が
わ
せ
る
。

「
か
ね
わ
り
」
は
、
目
付
（
目
線
）
に
関
す
る
説
で
あ
る
。
虎
明
の
『
代
伝
抄
』
に
「
狂
言
間
に
、
古
と
遠
近
の
間
、
い
に
し
え
い
ま
、

遠
き
近
き
の
分
か
ち
也
。
口
伝
有
り
。
尤
目
付
に
も
色
々
。」
と
み
え
て
お
り
、『
大
蔵
虎
明
伝
授
目
録
』
に
も
「
狂
言
間
之
物
第
一
曲
尺

定
之
事
」
と
の
項
目
が
あ
る
。
主
と
し
て
間
狂
言
に
関
わ
る
習
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

狂
言
の
ま
と
ま
っ
た
理
論
書
と
し
て
は
、
虎
明
の
『
わ
ら
ん
べ
草
』（
万
治
三
年
最
終
稿
成
立
）
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
本
巻
の
成
立

は
、
そ
れ
よ
り
二
十
年
ほ
ど
さ
か
の
ぼ
る
。
比
較
的
短
文
と
は
い
え
、
理
論
書
と
し
て
の
性
格
を
備
え
た
最
古
の
狂
言
伝
書
と
し
て
注
目
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さ
れ
る
。

虎
清
は
、
晩
年
の
寛
永
十
四
年
頃
か
ら
、
次
男
清
虎
に
別
家
八
右
衛
門
家
を
樹
立
さ
せ
る
べ
く
、
多
く
の
書
を
著
し
た
よ
う
で
、
そ
の

う
ち
の
数
種
が
伝
存
し
て
い
る
（「
大
蔵
虎
清
父
子
自
筆
文
書
」『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
』
第
四
巻
「
狂
言
」
参
照
）。
本
巻
も
、
そ

う
し
た
状
況
で
執
筆
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ま
で
存
在
が
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
伝
来
の
経
緯
な
ど
も
不
分
明
で
あ
る
。
大

蔵
松
之
介
著
『
大
蔵
家
之
記
』
に
は
、
明
治
三
年
に
松
之
介
が
伝
来
の
書
物
を
整
理
し
た
際
の
目
録
が
あ
る
が
、
紛
失
分
も
含
め
た
道
倫

（
虎
清
）
伝
来
の
書
の
中
に
も
、
本
巻
に
相
当
す
る
記
述
は
み
ら
れ
な
い
。
本
巻
は
、
虎
清
自
筆
文
書
と
し
て
貴
重
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、

大
蔵
家
の
家
督
相
続
を
め
ぐ
る
歴
史
資
料
と
し
て
も
、
高
い
価
値
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

「
中
風
に
て
、
腕
震
い
申
候
間
、
や
う

く
仮
名
書
き
い
た
し
」
と
断
っ
て
い
る
よ
う
に
、
虎
清
は
執
筆
当
時
中
風
を
わ
ず
ら
っ
て
お

り
、
本
文
の
大
半
は
、
震
え
が
目
立
つ
平
仮
名
書
き
で
あ
る
。
翻
刻
に
は
平
仮
名
を
そ
の
ま
ま
生
か
し
た
が
、
通
読
の
便
を
考
慮
し
、
別

に
校
本
を
付
載
し
て
参
考
に
供
す
る
こ
と
と
し
た
。
可
能
な
範
囲
で
漢
字
を
宛
て
、
濁
点
を
施
し
、
摩
耗
の
た
め
判
読
不
可
能
な
箇
所
に

も
、
し
か
る
べ
き
文
字
を
試
み
に
宛
て
た
。
た
だ
、
意
味
不
明
の
語
も
少
な
か
ら
ず
存
し
、
誤
り
も
あ
ろ
う
か
と
懸
念
し
て
い
る
。
大
方

の
叱
正
を
乞
う
次
第
で
あ
る
。

『
大
蔵
虎
明
伝
授
目
録
』
一
巻
。
原
題
「
傳
授
之
目
録
」

高
さ
一
九
七
㎜
の
巻
子
本
。
濃
紺
表
紙
。
題
簽
な
し
。
黒
軸
。
白
緑
茶
の
組
紐
を
用
い
る
。
見
返
し
白
地
（
虫
食
ア
リ
）。
料
紙
は
厚

手
混
漉
紙
で
、
雲
霞
を
上
方
に
配
し
、
彩
色
秋
草
を
数
カ
所
に
描
く
。
紙
継
は
四
カ
所
。
長
さ
二
〇
〇
㎝
。

冒
頭
に
「
傳
授
之
目
録
」
と
題
記
し
、
一
つ
書
形
式
で
、
式
三
番
以
下
四
十
三
箇
条
の
習
事
の
項
目
を
記
し
た
後
、
二
行
分
ほ
ど
空
白

を
置
き
「
右
之
外
心
持
之
習
共
在
之
事
」
と
し
て
、
計
三
十
八
番
の
能
曲
名
を
列
記
す
る
。
末
に
、「
右
之
大
事
習
共
金
春
四
郎
次
郎
殿

ヨ
リ
代
々
傳
授
也
。
後
世
予
カ
家
次
之
一
子
ニ
為
談
合
其
方
へ
不
残
令
傳
受
者
也
」
と
の
識
語
に
続
け
て
、
万
治
三
年
（
一
六
六
〇
）
正
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月
、
大
倉
弥
右
衛
門
虎
明
か
ら
、
大
倉
助
左
衛
門
へ
あ
て
た
相
伝
奥
書
が
あ
る
。
書
体
・
花
押
か
ら
判
断
し
て
、
本
文
・
奥
書
と
も
に
大

蔵
虎
明
の
自
筆
と
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
伝
授
目
録
は
実
質
的
に
は
免
許
皆
伝
を
意
味
す
る
印
可
状
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
狂
言
関
係
の
印
可
状
の
類
と
し
て
、
大
蔵
虎

清
か
ら
虎
明
に
与
え
た
大
蔵
弥
右
衛
門
家
蔵
『
狂
言
印
可
勘
状
』
が
、
最
近
、
関
屋
俊
彦
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
（『
能
と
狂
言
』
創

刊
号
掲
載
予
定
。
二
〇
〇
三
・
四
。
能
楽
学
会
発
行
。
ぺ
り
か
ん
社
）。
そ
れ
と
対
比
さ
せ
て
み
る
と
、
本
巻
は
相
伝
相
手
が
家
督
継
承

者
で
は
な
い
こ
と
、
伝
授
目
録
と
し
て
よ
り
整
備
さ
れ
た
形
式
を
そ
な
え
て
お
り
、
習
の
項
目
も
格
段
に
多
い
こ
と
、
式
三
番
口
伝
な
ど

共
通
の
項
目
も
あ
る
が
、
む
し
ろ
大
半
は
一
致
し
な
い
こ
と
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
識
語
に
よ
れ
ば
、
虎
明
は
、
将
来
大
蔵
弥
右
衛
門

家
の
「
家
次
之
一
子
」
の
サ
ポ
ー
ト
役
た
る
こ
と
を
期
待
し
て
助
左
衛
門
に
狂
言
の
「
大
事
習
」
を
伝
授
し
た
と
い
う
。
本
巻
の
奥
書
が

書
か
れ
た
万
治
三
年
の
十
二
月
に
は
『
わ
ら
ん
べ
草
』
の
完
成
を
み
、
翌
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
に
家
督
を
子
の
弥
太
郎
栄
虎
に
譲
っ

た
の
ち
、
翌
年
の
正
月
に
虎
明
は
六
十
六
歳
で
没
し
た
。
こ
れ
ら
を
考
慮
す
る
と
、
識
語
の
文
言
は
形
式
的
な
も
の
で
は
な
く
、
文
字
通

り
受
け
取
っ
て
よ
い
か
と
考
え
る
。
家
督
を
継
い
だ
栄
虎
に
も
、
こ
れ
ら
の
大
事
習
は
実
質
上
伝
授
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
伝
授

目
録
と
し
て
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
家
督
譲
渡
の
一
環
と
し
て
、
い
わ
ば
予
備
証
明
書
の
よ
う
な
意
味
で
秘
伝
伝
授
が
な
さ
れ
た
と
す
れ

ば
、
家
の
存
続
に
用
意
周
到
で
あ
っ
た
虎
明
の
姿
勢
が
う
か
が
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

大
倉
助
左
衛
門
は
、
大
蔵
家
の
血
縁
者
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
大
蔵
家
の
系
図
類
に
は
名
前
が
み
え
ず
、
経
歴
等
は
あ
き
ら
か
で
な
い
。

『
古
之
御
能
組
』
に
、
栄
虎
や
同
じ
く
虎
明
の
息
子
で
あ
る
長
太
夫
、
大
蔵
八
右
衛
門
ら
と
共
演
し
て
い
る
人
物
に
「
助
左
衛
門
」
の
名

が
二
度
み
え
る
。
以
下
に
、
そ
の
番
組
の
年
月
日
・
場
所
・
並
び
に
助
左
衛
門
が
演
じ
た
曲
名
を
あ
げ
て
お
く
（「
江
戸
初
期
能
番
組
七

種
」、『
能
楽
研
究
』
18
・
19
・
24
号
所
収
に
よ
る
）。

①
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
四
月
四
日
　
南
都
興
福
寺
一
乗
院
門
跡
得
度
祝
賀
能
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〈
煎
物
・
入
間
川
・
花
子
・
子
盗
人
・
三
人
片
輪
〉
の
全
五
番
の
ア
ド
役
。
シ
テ
は
曲
順
に
、
八
右
衛
門
・
長
太
夫
・
弥
太
郎
・
弥
太

郎
・
長
太
夫
。

②
万
治
四
年
（
一
六
六
一
）
一
月
八
日
　
大
蔵
弥
太
郎
（
栄
虎
）
宅
狂
言
初
め

全
九
番
の
う
ち
、〈
鼻
取
相
撲
〉
の
シ
テ
。

共
演
者
は
弥
太
郎
・
千
太
郎
・
小
太
郎
・
長
吉
・
弥
次
兵
衛
・
長
左
衛
門
。

年
代
的
に
み
て
も
、
共
演
者
の
顔
ぶ
れ
か
ら
み
て
も
、
こ
の
助
左
衛
門
を
、
大
倉
助
左
衛
門
と
同
一
人
物
と
み
て
矛
盾
は
な
い
。
た
だ
、

相
伝
状
を
与
え
ら
れ
る
ほ
ど
の
人
物
で
あ
り
な
が
ら
、
右
以
外
に
は
名
前
が
あ
ら
わ
れ
な
い
な
ど
の
、
疑
問
が
残
る
。
た
と
え
ば
、
明
暦

元
年
（
一
六
五
五
）
三
月
に
虎
明
・
栄
虎
父
子
が
興
行
し
た
歓
進
狂
言
の
記
録
た
る
「
明
暦
堺
七
堂
狂
言
芝
居
」
に
も
み
え
な
い
。

目
録
所
載
の
習
を
概
観
し
て
第
一
に
気
づ
く
の
は
、
本
狂
言
が
〈
釣
狐
〉
と
〈
花
子
〉
の
二
番
と
数
少
な
く
、
式
三
番
と
間
狂
言
に
集

中
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
作
品
ご
と
の
習
だ
け
で
な
く
、「
間
の
枕
詞
」
や
「
曲
尺
」
な
ど
間
狂
言
全
般
に
わ
た
る
大
事
も
記
さ
れ
て
い

る
。
虎
明
著
『
代
伝
抄
』
で
も
間
狂
言
は
そ
う
と
う
重
視
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
狂
言
の
「
習
」
は
、
能
と
密
接
に
か
か
わ
り
を

持
つ
式
三
番
と
間
狂
言
と
を
中
心
に
、
形
成
・
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。
習
事
の
具
体
的
な
名
称
は
、「
町
積
・
薬
草
喩

品
、
那
須
与
一
」
な
ど
数
は
多
く
は
な
い
が
、「
白
楽
天
弓
之
舞
、
難
波
笛
之
段
の
習
」
な
ど
、
内
容
を
推
測
さ
せ
る
記
述
も
あ
り
、
間

狂
言
研
究
の
根
本
資
料
の
ひ
と
つ
と
し
て
有
益
で
あ
る
。

本
稿
に
関
し
て
、
山
梨
大
学
の
橋
本
朝
生
氏
か
ら
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
全
般
に
わ
た
っ
て
、
高
桑
い
づ
み
の
協
力
を
得
た
。

『
大
蔵
虎
清
狂
言
伝
書
』
図
版
の
画
像
処
理
は
、
松
村
智
郁
子
の
作
成
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、
記
し
て
感
謝
す
る
。

最
後
に
、
貴
重
な
文
書
の
調
査
と
翻
刻
を
快
諾
し
て
下
さ
っ
た
山
本
東
次
郎
氏
に
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
。
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凡
　
例

原
本
を
忠
実
に
翻
刻
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
た
が
、
読
み
や
す
さ
と
印
刷
の
制
約
を
考
慮
し
、
次
の
よ
う
な
方
針
に
従
っ
た
。

一
、
漢
字
・
平
仮
名
・
片
仮
名
の
区
別
、
お
よ
び
仮
名
遣
い
・
送
り
仮
名
は
原
本
の
ま
ま
と
し
た
。

一
、
漢
字
の
旧
字
体
・
異
体
字
は
、
原
則
と
し
て
通
行
の
も
の
に
改
め
た
。

一
、
句
読
点
を
加
え
た
。
濁
点
は
、
原
本
の
通
り
と
し
た
。

一
、
墨
筆
に
よ
る
訂
正
の
類
は
〔

〕
で
囲
ん
で
、
し
か
る
べ
き
箇
所
に
移
し
た
。

一
、
脱
字
、
虫
損
や
磨
耗
の
た
め
判
読
困
難
な
箇
所
な
ど
は
、
校
訂
者
の
判
断
に
よ
り
、
適
当
と
思
わ
れ
る
文
字
を
（

）
で
囲
ん
で
補

っ
た
。
推
定
困
難
な
字
に
は
右
傍
に
？
を
付
し
た
。

一
、
判
読
不
能
な
文
字
に
は
□
を
宛
て
た
。

一
、『
大
蔵
虎
清
狂
言
伝
書
』
は
、
原
本
の
翻
刻
に
続
け
て
、
校
訂
者
が
適
宜
漢
字
を
宛
て
濁
点
・
送
り
仮
名
を
施
し
た
校
訂
本
文
を
参

考
の
た
め
掲
げ
た
。

一
、『
大
蔵
虎
明
伝
授
目
録
』
は
、
上
段
に
写
真
を
掲
出
し
、
下
段
の
翻
刻
と
対
照
で
き
る
形
を
と
っ
た
。
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『
大
蔵
虎
清
狂
言
伝
書
』

覚

一
　
り
く
り
ん
　
六
ツ
の
わ
と
か
く
也
。
六
ツ
ニ
わ
る
也
。

一
　
六
ミ
や
く

一
　
か
ね
わ
り

一
　
り
く
り
ん
　
六
ツ
わ
り
　
一
、
第
一
天
地
ゐ
ん
や
う
　
一
、
第
二
り
つ
め
　
一
、
第
三
大
か
く
　
一
、
第
四
た
い
ゆ
ふ

一
、
第
五
な
い
ゆ
ふ
　
一
、
第
六
ふ
へ
ん
也

六
り
ん
の
六
ツ
の
な

か
ね
わ
り
五
ツ
の
な

六
ミ
や
く
の
か
す

三
合
拾
貳
ケ
条
也

う
て
ふ
る
い
書
事
な
ら
す
候
へ
と
も
、
や
う

く
か
な
か
き
に
つ
ら
ね
申
間
、
の
ち
の
よ
の
わ
ら
い
く
さ
た
る
へ
し
也
。
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覚

一
　
六
り
ん
と
ハ
六
ノ
わ
と
書
。

一
　
第
一
能
ニ
用
、
ぜ
ん
た
う
の
わ
也
。
口
傳
多
シ
。
狂
言
ニ
用
、
口
傳
。
六
ツ
ニ
わ
る
也
。

一
　
第
一
ゐ
ん
や
う
五
行
也
。
水
と
火
と
木
と
か
ね
と
つ
ち
と
也
。
此
わ
り
の
こ
ゝ
ろ
、
天
ハ
や
う
也
。
人
の
し
う
も
や
う
也
。
地
と
下

人
と
ハ
ゐ
ん
也
。
天
よ
り
ほ
と
こ
し
た
ま
ふ
や
う
を
地
に
う
け
て
、
さ
う
木
五
こ
く
ま
て
そ
た
つ
こ
と
く
、
そ
の
く
ら
い
を
ふ
ん
べ
つ
し
、

お
と
こ
ハ
ゐ
ん
な
り
。
お
ん
な
ハ
や
う
也
。
ふ
う
ふ
ゐ
ん
や
う
わ
か
う
し
て
、
人
間
の
さ
か
へ
候
こ
と
く
、
あ
と
ゝ
し
て
と
の
わ
か
ち
あ

り
て
、
そ
れ

く
の
く
ら
い
を
た
ゝ
し
て
、
よ
し
と
い
ふ
こ
ゝ
ろ
も
ち
、
か
ん
用
の
事
也
。
天
地
ゐ
ん
や
う
と
い
ふ
也
。

一
　
第
二
大
か
く
と
い
ふ
事
ハ
、
そ
の
む
か
し
ハ
何
事
も
こ
と
は
に
て
つ
た
へ
来
り
候
を
、
中
こ
う
、
も
し
と
な
へ
う
し
な
ふ
事
あ
り
て

ハ
、
其
家
の
な
ら
い
、
し
た
い
に
す
た
り
候
ハ
ん
と
申
て
、
か
き
お
き
た
り
し
を
、
そ
れ
に
て
家
を
つ
き
候
ハ
ん
と
て
、
ひ
ミ
つ
の
所
を

も
し
ら
で
、
げ
だ
い
か
く
も
ん
に
て
い
た
さ
は
、
五
行
を
や
ふ
り
、
む
り
な
る
事
を
ほ
く
し
て
、
火
に
て
う
る
を
し
、
水
に
て
も
の
を
や

き
、
天
地
さ
か
し
ま
に
な
す
か
こ
と
く
、
そ
の
身
の
げ
い
、
く
ら
い
あ
し
く
、
し
だ
ひ

く
に
そ
の
家
お
と
る
へ
し
。
万
事
に
た
と
へ
て
、

ふ
ん
べ
つ
か
ん
用
と
い
ふ
事
ハ
、
げ
い
仕
や
う
、
下
人
ハ
し
う
に
し
た
か
い
、
女
ハ
お
つ
と
に
、
子
ハ
お
や
に
し
た
か
い
、
弟
子
ハ
し
し

や
う
に
し
た
か
う
が
こ
と
く
、
そ
れ

く
の
く
ら
ゐ
あ
る
へ
し
。
そ
の
い
た
し
や
う
ハ
、
木
の
ミ
を
今
日
う
へ
て
、
明
日
は
な
さ
き
ミ
の

な
る
や
う
の
事
い
た
し
候
へ
は
、
天
地
さ
か
さ
ま
に
な
す
か
こ
と
く
な
り
。
し
た
い

く
に
、
ゑ
た
は
さ
か
へ
て
、
は
な
さ
き
ミ
の
な
る

か
こ
と
く
、
つ
ね
に
心
か
け
て
た
し
な
ミ
仕
様
、
こ
と
に
、
と
し
こ
ろ
を
か
ん
か
へ
、
そ
の
く
ら
（
い
）

く
を
か
ん
か
へ
、
い
し
や
う

の
く
ら
い
を
ふ
ん
べ
つ
し
て
い
た
す
事
、
お
ゝ
か
る
へ
し
。
人
ハ
と
も
い
へ
か
く
も
い
へ
と
て
、
か
き
や
ぶ
り
に
、
む
か
し
の
お
し
へ
、

い
ひ
つ
た
へ
を
そ
む
く
ハ
、
五
行
を
そ
む
き
ぬ
る
ハ
、
天
地
さ
か
し
ま
に
な
し
て
、
水
に
て
物
を
や
く
か
こ
と
く
、
む
り
の
む
り
也
。
物

こ
と
に
す
じ
め
だ
う
り
に
あ
い
申
や
う
に
、
と
し
の
く
ら
い
、
り
く
ぎ
、
て
に
（
は
）
を
ぎ
ん
ミ
し
て
、
ミ
も
へ
に
は
な
の
さ
か
ぬ
や
う
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か
ん
用
也
。
こ
れ
、
り
つ
め
た
ん
ト
い
ふ
也
。

一
　
第
三
の
大
か
く
と
い
ふ
ハ
、
ま
つ
そ
の
身
の
お
さ
め
や
う
か
ん
用
に
し
て
、
そ
の
身
の
（
か
く
）
あ
り
て
、
人
に
う
や
ま
ハ
れ
、
そ

の
ミ
ち

く
の
し
し
や
う
と
な
る
人
を
、
大
か
く
と
い
ひ
て
、
人
の
上
に
お
く
也
。
こ
れ
第
一
の
心
も
ち
可
有
事
也
。
大
か
く
と
い
ふ
也
。

一
　
第
四
に
、
狂
言
に
か
き
り
、
人
間
之
身
の
上
の
こ
と
を
仕
事
な
れ
は
、
お
や
こ
い
た
す
事
ニ
、
ふ
う
ふ
の
間
の
事
、
さ
れ
た
る
事
を

も
仕
る
事
お
ほ
し
。
其
時
成
共
は
ぢ
す
、
わ
か
て
ま
へ
お
や
な
り
共
、
お
と
ゝ
い
成
共
、
む
か
し
か
ら
の
事
な
れ
は
、
お
め
す
、
は
ゝ
か

ら
す
、
人
に
お
と
る
ま
し
（
き
）
と
こ
ゝ
ろ
つ
よ
く
仕
る
を
、
た
い
の
ゆ
ふ
と
い
ふ
也
。

一
　
五
に
、（
ま
）
く
の
う
ち
に
て
心
を
し
つ
め
、
よ
く
ふ
ん
べ
つ
し
て
、
ぶ
た
い
に
て
う
ろ
た
へ
ぬ
や
う
（
に
）、
か
く
ご
を
し
て
、
心

お
ち
つ
く
る
事
か
ん
用
な
り
。
殊
ニ
ふ
だ
ん
よ
る
ひ
る
の
心
か
け
を
、
ま
く
の
う
ち
と
ハ
申
也
。
人
の
心
ひ
る
ハ
や
う
に
し
て
、
心
お
ち

つ
か
ぬ
も
の
也
。
よ
る
ハ
ゐ
ん
に
し
て
心
お
ち
つ
き
て
、
わ
す
れ
た
る
事
も
お
も
ひ
い
た
さ
る
ゝ
も
の
也
。
此
五
の
た
ん
を
、
な
い
ゆ
ふ

と
い
ふ
也
。

一
　
六
に
、
う
つ
た
る
ば
く
ち
と
い
ふ
事
。
た
と
へ
ば
、
か
な
ら
ず
、
わ
す
れ
た
る
事
も
あ
り
、
ど
ま
く
れ
た
事
も
あ
れ
ば
、
お
も
ひ
す

て
ず
し
て
、
い
ま
の
ハ

く
と
お
も
ひ
、
そ
れ
よ
り
さ
き
を
と
り
は
ぐ
れ
て
、
の
ち
あ
し
く
な
る
も
の
な
り
。
こ
と
に
三
ば
さ
う
の
間
に

も
萬
ニ
あ
る
も
の
也
。
心
に
か
ゝ
る
事
を
は
た
と
お
も
ひ
す
て
ゝ
、
さ
き
を
よ
き
や
う
に
す
る
事
か
ん
用
也
。
こ
れ
一
大
事
の
ひ
し
よ
也
。

う
つ
た
る
は
く
ち
ハ
と
り
か
へ
さ
れ
ず
、
わ
す
れ
た
る
事
も
、
あ
と
へ
ハ
も
と
さ
れ
す
。
此
た
ん
を
、（
ふ？

）
返
と
い
ふ
、
ふ
へ
ん
也
。
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り
く
り
ん
　
六
ツ
の
な
の
事

一
　
第
一
天
地
ゐ
ん
や
う
　
一
　
第
二
り
つ
め
　
第
三
大
か
く
　
第
四
た
い
ゆ
ふ
　
第
五
な
い
ゆ
ふ
　
第
六
ふ
へ
ん
也
。

一
　
六
ミ
や
く
の
次
第

左

（
声
）

に
か
し
　
　
　
あ
か
し
　
　
　
ミ
な
ミ

か
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
す
し
　
　
　
　
あ
お
し
　
　
　
ひ
か
し

じ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ろ
し
　
　
　
水
也
　
　
　
　
し
は
ゝ
ゆ
し
　
　
き
た

は
い
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
し
　
　
　
白
し
　
　
　
　
か
ね
　
　
　
　
　
に
し

火
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ま
し
　
　
　
き
い
ろ
　
　
　
つ
ち
　
　
　
　
　
中
わ
（
う
）

（
め
い
）
も
ん

（
し
ん
）
也
　
　
に
か
し
　
　
　
あ
お
し
　
　
　
　
ミ
な
ミ

右
、
六
ミ
や
く
そ
ろ
へ
は
、
む
ひ
や
う
な
る
か
こ
と
く
、
か
し
ら
、
両
の
て
、
こ
し
、
目
付
、（
両
）
の
あ
し
、
五
い
ろ
の
さ
た
め
、
か

ん
用
也
。
め
い
も
ん
の
ミ
や
く
ハ
、
ゐ
〔
の
〕
き
の
ミ
や
く
な
れ
は
、
五
た
い
の
く
す
れ
ぬ
や
う
に
と
、
た
と
へ
お
き
た
る
所
の
し
さ
い

ハ
、
人
間
の
五
た
い
く
す
る
れ
は
、
し
す
る
ゆ
へ
、
ふ
き
つ
に
い
ふ
也
。
ひ
や
う
し
（
ふ
ミ
）
候
と
も
、
五
た
い
に
て
ふ
ま
ぬ
も
の
也
。

ふ
た
い
ま
ハ
る
と
き
も
、
こ
し
の
す
ハ
り
（
た？

る
か
）
ミ
て
よ
し
。
か
た
か
さ
か
る
か
、
ち
ん
ば
ひ
く
や
う
に
ミ
へ
候
へ
は
、
六
ミ
や
く

の
う
ち
に
（
と
し
ゆ
）
あ
る
が
こ
と
く
、
や
ま
い
あ
り
と
い
ふ
也
。
そ
の
引
事
に
、
六
ミ
や
く
と
か
き
出
せ
る
也
。

一
か
ね
わ
り
第
一
之
事
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は
し
か
ゝ
り
の
目
付
の
か
ね
、
二
間
三
間
之
間
な
ら
は
一
間
半
た
る
へ
し
。
四
間
な
ら
は
二
間
ほ
と
（
さ
）
き
さ
た
る
へ
し
。
五
間
な
ら

は
三
間
の
う
ち
、
七
間
ハ
お
な
し
。
八
間
九
間
十
間
も
三
間
さ
き
た
る
へ
し
。

一
ふ
た
い
四
（
本
）
は
し
ら
の
目
付
、
ふ
た
い
さ
き
半
よ
り
う
ち
也
。

一
（
こ
こ
ん
）
ゑ
ん
き
ん
の
か
ね
第
一
な
り
。

古
ハ
ふ
る
□
物
を
ミ
る
。
今
ハ
（
い
は

？

）
の
こ
と
ち
か
（
ミ
）
目
付
也
。

遠
ハ
と
お
き
目
付
、
あ
る
い
ハ
川
こ
し
、
あ
る
い
ハ
と
を
や
ま
か
ミ
こ
し
。

近
ハ
ち
か
き
物
を
ミ
る
目
。

あ
る
ひ
ハ
、
こ
こ
ん
ゑ
ん
き
ん
ハ
、
か
ね
わ
り
に
よ
る
べ
か
ら
す
。
万
事
ニ
入
こ
と
、
こ
れ
に
は
つ
れ
（
た
る
事
）
な
し
。
こ
と
に
御
前

の
ふ
た
い
に
て
ハ
、
御
前
の
お
（
ち
）
ゑ
ん
に
目
付
よ
し
。
ち
か
き
目
付
、
ぶ
あ
く
の
、
う
を
ゝ
と
る
い
け
な
と
、
ふ
た
い
の
う
ち
を
ゝ

し
へ
、
お
し
く
さ
に
て
と
る
間
を
お
し
ゆ
る
こ
と
く
な
る
べ
し
。
又
な
へ
八
は
ち
の
、
い
ち
を
ゝ
し
ゆ
る
ハ
、
大
し
ん
は
し
ら
の
さ
き
か

ら
、
し
て
は
し
ら
の
さ
き
ま
て
を
し
ゆ
る
。
こ
の
や
う
な
る
事
を
遠
き
か
ね
と
い
ふ
也
。
と
お
き
所
ハ
と
お
き
や
う
、
と
か
く
ふ
た
ん
の

こ
ゝ
ろ
か
け
、
そ
れ

く
の
ふ
ん
べ
つ
、
此
か
き
物
に
て
い
た
し
候
ハ
ヽ
、
わ
た
く
し
ハ
あ
る
ま
し
く
候
也
。
こ
れ
か
ね
わ
り
の
五
ツ
の

う
ち
也
。

六
り
ん
、
六
ミ
や
く
の
な
の
か
す
、
合
七
ケ
条
也

か
ね
わ
り
、
古
今
遠
近
、
合
五
ケ
条

古？

合
拾
貳
ケ
条
也
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右
此
わ
り
ハ
、
こ
と
ば
に
て
傳
来
り
候
へ
と
も
、
如
此
書
渡
シ
申
候
間
、
一
子
の
ほ
か
に
ゆ
め

く
た
こ
ん
あ
る
ま
し
く
候
。
も
し
た
こ

ん
あ
ら
は
、
家
の
ミ
や
う
か
に
つ
き
、
家
つ
ゝ
き
可

〔
ヒ
〕
申
間
敷
者
也
。
ち
う
ふ
に
て
う
て
ふ
る
い
申
候
間
、
や
う

く
か
な
か
き
い
た
し
相

傳
仕
者
也

大
蔵
弥
右
衛
門
　
（
黒
印
）

寛
永
拾
八
年
〔
巳
〕
の
三
月
三
日
　
虎
清
（
花
押
）

同
八
右
衛
門
殿

ま
い
る
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覚

一
　
六
輪
、
六
ツ
の
輪
と
書
く
也
。
六
ツ
に
割
る
也
。

一
　
六
脈

一
　
曲
尺

一
　
六
論
　
六
ツ
割
り
　
　
一
、
第
一
天
地
陰
陽
　
　
一
、
第
二
理
詰
　
　
一
、
第
三
大
学
　
　
一
、
第
四
た
い
ゆ
ふ
　

一
、
第
五
な
い
ゆ
ふ
　
　
一
、
第
六
普
遍
也

六
輪
の
六
ツ
の
名

曲
尺
五
ツ
の
名

六
脈
の
数

三
合
拾
貳
ケ
条
也

腕
震
い
、
書
く
事
な
ら
ず
候
へ
ど
も
、
や
う

く
仮
名
書
き
に
連
ね
申
す
間
、
後
の
世
の
笑
い
草
た
る
べ
し
也
。

覚

一
　
六
輪
と
は
、
六
の
輪
と
書
く
。

一
　
第
一
能
に
用
、
禅
道
の
輪
也
。
口
伝
多
し
。
狂
言
に
用
、
口
伝
。
六
ツ
に
割
る
也
。

一
　
第
一
陰
陽
五
行
也
。
水
と
火
と
木
と
金
と
土
と
也
。
此
の
割
り
の
心
、
天
は
陽
也
。
人
の
主
も
陽
也
。
地
と
下
人
と
は
陰
也
。
天
よ

り
施
し
給
ふ
陽
を
地
に
受
け
て
、
草
木
五
穀
ま
で
育
つ
ご
と
く
、
そ
の
位
を
分
別
し
、
男
は
陰
な
り
、
女
は
陽
也
。
夫
婦
陰
陽
和
合
し
て
、

人
間
の
栄
へ
候
如
く
、
ア
ド
と
シ
テ
と
の
分
か
ち
あ
り
て
、
そ
れ

ぐ
の
位
を
正
し
て
、
よ
し
と
言
ふ
心
持
ち
肝
要
の
事
也
。
天
地
陰
陽
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と
言
ふ
也
。

一
　
第
二
大
学
と
い
ふ
事
は
、
そ
の
昔
は
何
事
も
言
葉
に
て
伝
へ
来
り
候
を
、
中
興
、
も
し
、
唱
へ
失
ふ
事
あ
り
て
は
、
其
家
の
習
い
次

第
に
廃
り
候
は
ん
と
申
し
て
、
書
き
置
き
た
り
し
を
、
そ
れ
に
て
家
を
継
ぎ
候
は
ん
と
て
、
秘
密
の
所
を
も
知
ら
で
、
外
題
学
問
に
て
致

さ
ば
、
五
行
を
破
り
、
無
理
な
る
事
を
ほ
ぐ
し
て
、
火
に
て
潤
し
、
水
に
て
物
を
焼
き
、
天
地
逆
し
ま
に
な
す
が
ご
と
く
、
そ
の
身
の
芸
、

位
悪
く
、
次
第

く
に
、
そ
の
家
劣
る
べ
し
。
万
事
に
喩
へ
て
、
分
別
肝
要
と
言
ふ
事
は
、
芸
仕
様
、
下
人
は
主
に
従
い
、
女
は
夫
に
、

子
は
親
に
従
い
、
弟
子
は
師
匠
に
従
う
が
ご
と
く
、
そ
れ

ぐ
の
位
あ
る
べ
し
。
そ
の
致
し
様
は
、
木
の
実
を
今
日
植
へ
て
、
明
日
花
咲

き
、
実
の
成
る
よ
う
の
事
を
致
し
候
へ
ば
、
天
地
逆
さ
ま
に
な
す
が
ご
と
く
な
り
。
次
第

く
に
枝
葉
栄
へ
て
、
花
咲
き
実
の
成
る
が
ご

と
く
、
常
に
心
が
け
て
、
た
し
な
み
仕
る
様
、
殊
に
年
頃
を
考
え
、
そ
の
位

く
を
考
え
、
衣
装
の
位
を
分
別
し
て
致
す
事
、
多
か
る
べ

し
。
人
は
と
も
言
へ
か
く
も
言
へ
と
て
、
書
き
破
り
に
、
昔
の
教
へ
言
ひ
伝
へ
を
背
く
は
、
五
行
を
背
き
ぬ
る
は
、
天
地
逆
し
ま
に
な
し

て
、
水
に
て
物
を
焼
く
が
ご
と
く
、
無
理
の
無
理
也
。
物
事
に
筋
目
、
道
理
に
合
い
申
す
や
う
に
、
年
の
位
、
六
義
、
て
に
は
を
吟
味
し

て
、
み
も
へ
に
花
の
咲
か
ぬ
や
う
肝
要
也
。
こ
れ
理
詰
め
段
と
い
ふ
也
。

一
　
第
三
の
大
学
と
言
ふ
は
、
ま
づ
そ
の
身
の
修
め
や
う
、
肝
要
に
し
て
、
そ
の
身
の
学
あ
り
て
、
人
に
敬
は
れ
、
そ
の
道

く
の
師
匠

と
な
る
人
を
、
大
学
と
言
ひ
て
、
人
の
上
に
置
く
也
。
こ
れ
第
一
の
心
持
ち
可
有
事
也
。
大
学
と
言
ふ
也
。

一
　
第
四
に
、
狂
言
に
限
り
、
人
間
の
身
の
上
の
こ
と
を
仕
る
事
な
れ
ば
、
親
子
い
た
す
事
に
、
夫
婦
の
間
の
事
、
戯
れ
た
る
事
を
も
仕

る
事
多
し
。
其
の
時
成
共
、
恥
ぢ
ず
、
わ
が
手
前
親
な
り
共
、
弟
兄
成
共
、
昔
か
ら
の
事
な
れ
ば
、
お
め
ず
、
憚
ら
ず
、
人
に
劣
る
ま
じ

き
と
、
心
強
く
仕
る
を
、
大
の
ゆ
ふ
と
言
ふ
也
。
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一
　
五
に
、
幕
の
内
に
て
心
を
静
め
、
よ
く
分
別
し
て
、
舞
台
に
て
う
ろ
た
へ
ぬ
や
う
に
覚
悟
を
し
て
、
心
落
ち
つ
く
る
事
肝
要
也
。
殊

に
、
普
段
夜
昼
の
心
が
け
を
幕
の
内
と
は
申
す
也
。
人
の
心
、
昼
は
陽
に
し
て
心
落
ち
つ
か
ぬ
も
の
也
。
夜
は
陰
に
し
て
心
落
ち
つ
き
て
、

忘
れ
た
る
事
も
思
ひ
出
さ
る
ゝ
も
の
也
。
此
五
の
段
を
、
内
ゆ
ふ
と
言
ふ
也
。

一
　
六
に
、
打
っ
た
る
博
打
と
言
ふ
事
。
た
と
へ
ば
、
必
ず
忘
れ
た
る
事
も
あ
り
、
ど
ま
く
れ
た
事
も
あ
れ
ば
、
思
ひ
捨
て
ず
し
て
、
今

の
は

く
と
思
ひ
、
そ
れ
よ
り
先
を
取
り
は
ぐ
れ
て
、
の
ち
悪
し
く
な
る
も
の
な
り
。
殊
に
三
番
叟
の
間
に
も
、
萬
に
有
る
も
の
也
。
心

に
か
ゝ
る
事
を
は
た
と
思
ひ
捨
て
ゝ
、
先
を
良
き
や
う
に
す
る
事
肝
要
也
。
こ
れ
一
大
事
の
秘
所
也
。
打
っ
た
る
博
打
は
取
り
か
へ
さ
れ

ず
、
忘
れ
た
る
事
も
あ
と
へ
は
戻
さ
れ
ず
。
こ
の
段
を
不
返
と
言
ふ
、
普
遍
也
。

六
輪
、
六
ッ
の
名
の
事

一
　
第
一
天
地
陰
陽
　
　
一
　
第
二
理
詰
　
第
三
大
学
　
第
四
た
い
ゆ
ふ
　
第
五
な
い
ゆ
ふ
　
第
六
普
遍
也
。

一
　
六
脈
の
次
第

左

声
　
　
　
　
　
苦
し
　
　
　
　
　
赤
し
　
　
　
南

肝
　
　
　
　
　
酢
し
　
　
　
　
　
青
し
　
　
　
東

腎
　
　
　
　
　
黒
し
　
　
　
　
　
水
也
　
　

ゆ
し
　
　
　
　
　
北

肺
　
　
　
　
　
辛
し
　
　
　
　
　
白
し
　
　
　
金
　
　
　
　
　
　
　
西
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火
　
　
　
　
　
甘
し
　
　
　
　
　
黄
色
　
　
　
土
　
　
　
　
　
　
　
中
（
央
）

命
門
　
　
　
（
し
ん
）
也
　
　
　
苦
し
　
　
　
青
し
　
　
　
　
　
　
南

右
、
六
脈
揃
え
ば
無
病
な
る
が
如
く
、
頭
、
両
の
手
、
腰
、
目
付
、
両
の
足
、
五
色
の
定
め
肝
要
也
。
命
門
の
脈
は
息？

の
脈
な
れ
ば
、
五

体
の
崩
れ
ぬ
や
う
に
と
、
喩
え
置
き
た
る
所
の
子
細
は
、
人
間
の
五
体
崩
る
れ
ば
、
死
す
る
故
、
不
吉
に
言
ふ
也
。
拍
子
踏
み
候
と
も
五

体
に
て
踏
ま
ぬ
も
の
也
。
舞
台
廻
る
時
も
、
腰
の
据
は
り
た？

る
が
、
見
て
よ
し
。
肩
が
下
が
る
が
、
ち
ん
ば
引
く
様
に
見
へ
候
へ
ば
、
六

脈
の
う
ち
に
、
度
数
あ
る
が
如
く
、
病
あ
り
と
言
ふ
也
。
そ
の
引
事
に
六
脈
と
書
き
出
せ
る
也
。

一
曲
尺
第
一
之
事

橋
掛
り
の
目
付
の
か
ね
、
二
間
三
間
之
間
な
ら
ば
、
一
間
半
た
る
べ
し
。
四
間
な
ら
ば
、
二
間
ほ
ど
先
た
る
べ
し
。
五
間
な
ら
ば
、
三
間

の
う
ち
、
七
間
は
同
じ
。
八
間
九
間
十
間
も
三
間
先
た
る
べ
し
。

一
　
舞
台
四
本
柱
の
目
付
、
舞
台
先
半
よ
り
内
也
。

一
　
古
今
遠
近
の
か
ね
第
一
な
り
。

古
は
ふ
る
□
物
を
見
る
。
今
は
（
い
は

？

）
の
こ
と
ち
（
ミ
）
目
付
也
。

遠
は
、
遠
き
目
付
、
あ
る
い
は
川
越
し
、
あ
る
い
は
遠
山
が
見
越
し
。

近
は
近
き
も
の
を
見
る
目
。

あ
る
ひ
は
、
古
今
遠
近
は
曲
尺
に
よ
る
べ
か
ら
ず
。
万
事
に
入
こ
と
、
こ
れ
に
外
れ
た
る
事
な
し
。
殊
に
御
前
の
舞
台
に
て
は
、
御
前
の

落
ち
縁
に
目
付
よ
し
。
近
き
目
付
、
武
悪
の
魚
を
取
る
池
な
ど
、
舞
台
の
内
を
教
へ
、
押
草
に
て
取
る
間
を
教
ゆ
る
ご
と
く
な
る
べ
し
。

又
、
鍋
八
撥
の
、
市
を
教
ゆ
る
は
、
大
臣
柱
の
先
か
ら
シ
テ
柱
の
先
ま
で
教
ゆ
る
。
こ
の
や
う
な
る
事
を
遠
き
か
ね
と
言
ふ
也
。
遠
き
所
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は
遠
き
や
う
、
と
か
く
普
段
の
心
が
け
、
そ
れ

ぐ
の
分
別
、
此
の
書
き
物
に
て
致
し
候
は
ば
、
わ
た
く
し
は
あ
る
ま
じ
く
候
也
。
こ
れ
、

曲
尺
の
五
ツ
の
う
ち
也
。

六
輪
、
六
脈
の
名
の
数
、
合
七
ケ
条
也

曲
尺
、
古
今
遠
近
、
合
五
ケ
条

古？

合
拾
貳
ケ
条
也

右
此
割
り
は
言
葉
に
て
傳
来
り
候
へ
ど
も
、
如
此
書
き
渡
し
申
候
間
、
一
子
の
ほ
か
に
ゆ
め

く
他
言
あ
る
ま
じ
く
候
。
も
し
他
言
あ
ら

ば
、
家
の
冥
加
に
つ
き
、
家
続
き
申
間
敷
者
也
。
中
風
に
て
腕
震
い
申
候
間
、
や
う

く
仮
名
書
き
い
た
し
相
傳
仕
者
也

大
蔵
弥
右
衛
門
（
黒
印
）

寛
永
拾
八
年
巳
の
三
月
三
日
　
虎
清
（
花
押
）

同
八
右
衛
門
殿

ま
い
る
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傳
受
之
目
録

一
　
式
三
番
之
大
事
百
三
ケ
條

付
リ
初
日
二
三
四
日
舞
替
迄

橋
掛
之
舞
様

三
日
目
替
之
三
番
叟

風
流
習
之
事
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一
　
立
頭
　
　
　
　
二
道
在
之

一
　
狂
言
間
之
物
第
一
曲
尺
定
之
事

一
　
狂
言
ニ
十
躰
品
之
事

一
　
狂
言
ニ
序
破
急
真
草
行
仕
分
之
事

一
　
間
ニ
枕
言
葉
之
習
之
事

一
　
扇
子
ニ
五
行
生
死
在
之
事

一
　
釣
狐
　
　
　
　
一
番
之
習
也

付
リ
五
ケ
之
習
之
事

一
　
花
子
　
　
　
　
一
番
之
習
也

付
リ
二
ケ
條
習
之
事

一
　
春
日
龍
神
　
　
町
積
傳
受
事

一
　
芭
蕉
　
　
　
　
薬
草
喩
品
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一
　
道
成
寺
　
　
　
一
番
之
習
也

付
リ
五
ケ
條
之
習

心
持
共
在
之

一
　
高
砂
　
　
　
　
二
ケ
條
之
習

一
　
邯
鄲
　
　
　
　
五
ケ
條
之
習

一
　
白
楽
天
　
　
　
弓
之
舞
習

一
　
難
波
　
　
　
　
笛
之
段
之
習

一
　
八
嶋
　
　
　
　
な
す
の
与
一

付
リ
三
ケ
條
之
習

一
　
兼
平
　
　
　
　
二
ケ
條
之
習

一
　
朝
長
　
　
　
　
三
ケ
條
之
習

一
　
頼
政
　
　
　
　
二
ケ
條
之
習

一
　
忠
則
　
　
　
　
二
ケ
條
之
習
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一
　
敦
盛
　
　
　
　
二
ケ
條
之
習

一
　
鵜
飼
　
　
　
　
習
も
ん
た
い
之
事

一
　
項
羽
　
　
　
　
一
ケ
條
之
習

一
　
船
橋
　
　
　
　
同
断

一
　
殺
生
石
　
　
　
同
断

一
　
舎
利
　
　
　
　
二
ケ
條
之
習

其
外
心
持
在
之

一
　
花
月
　
　
　
　
一
ケ
條
之
習

一
　
自
然
居
士
　
　
小
袖
ニ
習

一
　
土
車
　
　
　
　
拍
子
ニ
習

一
　
山
姥
　
　
　
　
習
多
シ

一
　
天
鼓
　
　
　
　
二
ケ
條
之
習

一
　
藤
渡
　
　
　
　
同
断
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一
　
西
行
桜
　
　
　
一
ケ
條
之
習

一
　
三
井
寺
　
　
　
二
ケ
條
之
習

一
　
籠
太
鼓
　
　
　
同
断

一
　
七
騎
落
　
　
　
舟
之
内
習

一
　
安
宅
　
　
　
　
四
ケ
條
之
習

一
　
葵
上
　
　
　
　
一
ケ
條
之
習

一
　
紅
葉
狩
　
　
　
二
ケ
條
之
習

一
　
舟
弁
慶
　
　
　
同
断

一
　
百
万
　
　
　
　
一
ケ
條
之
習

一
　
五
番
之
間
置
鼓
之
事
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右
之
外
心
持
之
習
共
在
之
事

一
　
追
松
　
　
　
賀
茂
　
　
　
大
社

一
　
源
太
夫
　
　
絵
馬
　
　
　
九
世
渡

一
　
真
盛
　
　
　
東
北
　
　
　
碇
潜

一
　
三
輪
　
　
　
融
　
　
　
　
誓
願
寺

一
　
遊
行
柳
　
　
松
虫
　
　
　
鵺

一
　
生
贄
　
　
　
班
女
　
　
　
望
月

一
　
石
橋
　
　
　
淡
路
　
　
　
養
老

一
　
黒
塚
　
　
　
降
魔
　
　
　
放
生
川

一
　
松
風
　
　
　
雲
林
院
　
　
国
栖

一
　
小
督
　
　
　
放
下
僧
　
　
鳥
追
舟

一
　
接
待
　
　
　
俊
寛
　
　
　
春
近
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一
　
車
僧
　
　
　
一
角
仙
人
　
楊
貴
姫

一
　
庭
鳥
立
田
　
岡
崎

右
之
大
事
習
共
金
春
四
郎
殿

ヨ
リ
代
々
傳
受
也
。
後
世
予
カ
家
次
之

一
子
ニ
為
談
合
其
方
ヘ
不
残
令

傳
受
者
也

従
元
祖
十
三
代
狂
言
太
夫

大
倉
弥
右
衛
門
尉

萬
治
三
年
子庚

正
月
吉
祥
日
　
虎
明
（
花
押
）

大
倉
助
左
衛
門
殿
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〔Summary〕

Report on “Okura Torakiyo Kyogen Densho”
and “Okura Tora'akira Denju mokuroku”

ODA Sachiko

“Okura Torakiyo Kyogen Densho” and “Okura Tora'akira Denju Mokuroku”
are both writings on kyogen in the collection of Yamamoto Tojiro Family of the
Okura School that have been transmitted in the form of hand scrolls. Both are
recently found, valuable materials dating to the early Edo Period that contain
unique and interesting contents. (The present author has revised the original
titles of each in order to avoid confusion.)

“Okura Torakiyo Kyogen Densho”  (original title “Oboe”) was written by
Okura Yaemon Torakiyo (1566-1646) and given to his second son Hachiemon
Kiyotora (1610-1662) on March 3, 1641. It contains the 12 points one should
keep in mind when performing kyogen. For instance, one should observe what
has been taught or said from the past; one should not brood over a mistake
made on stage. It also makes comments on the direction toward which the
performer should look when on stage. The writer characteristically uses
concepts that had been introduced from China and were popular at the time in
order to explain these points. It is valuable as one of the oldest writings on
kyogen. 

“Okura Tora'akira Denju Mokuroku” (original title “Denju no Mokuroku”)
was written by Okura Yaemon Tora'akira, Torakiyo's oldest son (1597-1662) and
given to Okura Sukezaemon, who may have been a disciple of Tora'akira, in
1660. Although records show that Sukezaemon performed with Yataro
Hidetora and Chodayu, Tora'akira's sons, not much is known about his
biography. It contains a list of 43 kinds of naraigoto (difficult ways of
performance that is especially taught with emphasis by the master) and a list of
38 noh pieces that contain other naraigoto. It is a valuable writing on kyogen of
those days, certifying that the master has taught these naraigoto to his
disciple, and shows how kyogen was transmitted. 


